
 

梅
香
る
山
里 
～
そ
の
変
遷
～ 

経
済
厚
生
事
業 

 

昭
和
初
期(

六
年
頃)
、
海
老
町
は
経
済

厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て
梅
栽
培
を
奨

励
し
た
。 

当
時
、
農
地
は
農
作
物
生
産
の
場
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
梅
の
木
を
畑
地

に
植
栽
す
る
に
は
い
さ
さ
か
の
抵
抗
が

あ
り
、
土
手
や
斜
面
、
沢
脇
な
ど
に
点
在

的
に
植
え
ら
れ
た
。 

そ
ん
な
時
、
丁
塚
の
「
一
加
」、
大
林
の

向
山(

来
宝
寺)

は
畑
地
に
小
梅
を
植
え
、

収
穫
に
至
っ
た
昭
和
二
十
七
年
頃
に
は

経
済
成
長
が
起
因
し
、
収
穫
す
る
小
梅
は

「
青
い
ダ
イ
ヤ
」
と
も
呼
ば
れ
、「
一
加
」

の
小
梅
、「
向
山
」
の
小
梅
と
し
て
引
く
手

数
多
の
人
気
で
大
儲
け
を
し
た
。
一
方
、

土
手
や
沢
脇
に
植
え
た
梅
は
「
梅
な
ら
何

で
も
い
い
…
と
品
種
に
拘
ら
ず
や
た
ら

と
植
え
た
こ
と
か
ら
管
理
も
行
き
届
か

ず
、「
味
」
も
劣
り
、
売
れ
る
も
の
の
注
文

が
殺
到
す
る
ほ
ど
の
成
果
は
な
く
、
「
一

加
」
や
「
向
山
」
の
先
見
の
目
に
、
た
だ

た
だ
指
を
咥
え
る
ほ
か
致
し
方
が
な
か

っ
た
。
今
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
古
木

が
そ
の
名
残
り
で
あ
り
、
一
般
的
に
「
や

ぶ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

海
老
駐
在
所
の
寺
本
忠
男
巡
査
が
「
こ

の
土
地
に
は
梅
が
適
し
て
い
る
。
私
の
在

所
・
和
歌
山
県
日
高
郡
南
部
川
村
は
梅
の 

 

産
地
で
あ
る
か
ら
一
度
見
に
行
っ
た
ら
、

案
内
す
る
。」
と
言
わ
れ
、
昭
和
三
十
七
年

に
川
売
の
夏
目
与
一
、
横
畑
孝
好
、
大
林

の
古
田
友
七
、
方

瀬
の
原
田 

浩
、

丁
塚
の
加
藤
久

夫
、
副
川
の
小
林

信
一
、
坂
神 

元 

氏
た
ち
が
海
老

農
協
の
坂
神
辰

雄
氏
を
案
内
役
と
し
て
鳳
来
タ
ク
シ
ー

二
台
で
寺
本
巡
査
の
在
所
に
一
泊
、
先
進

地
視
察
を
行
っ
た
。 

 

翌
年
、
先
進
地
を
視
察
し
た
メ
ン
バ
ー

は
「
白
加
賀
」、「
長
束
」、「
小
梅
」
の
苗

木
を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
本
づ
つ
南
部
川
村

か
ら
取
り
寄
せ
植
え
た
の
が
旧
海
老
町

の
梅
の
本
格
的
な
栽
培
の
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
し
て
、
収
穫
し
た
生
梅
は
単
価
も

良
く
、
い
く
ら
で
も
売
れ
た
。 

川
売
集
落
「
梅
の
里
川
売(

か
お
れ)

」 
 

川
売
に
は
３
本
の
川(

棚
山
・
往
還
窪
・

長
野
の
窪)

が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
川
の

流
れ
が
温
度
変
化
を
呼
び
起
こ
し
、
川
霧

と
な
り
、
梅
林
中
を
漂
う
。
ま
た
、
四
方

山
に
囲
ま
れ
た
谷
底
で
日
照
時
間
も
短

い
（
十
一
時
に
朝
日
が
昇
り
、
三
時
半
に

は
日
が
陰
る
）。
こ
う
し
た
立
地
条
件
が
、

梅
の
特
性
を
満
た
し
、「
皮
の
薄
い
」
梅
の

品
質
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。
筆
者
は
新

美
術
協
会(

会
友)

に
所
属
。
「
川
売
の
梅

や
猿
岩
」
を
東
京
都
美
術
館
に
出
展
。(

そ

の
作
品
は
現
在
で
も
山
び
こ
の
丘
伝
承

館
に
展
示
し
て
あ
る) 

ま
た
、
朝
日
新
聞

主
催
の
「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」
に
四

谷
の
千
枚
田
と
川
売
の
梅
の
里
の
二
箇

所
を
応
募
、
川
売
は
選
定
さ
れ
た
が
四
谷

の
千
枚
田
は
落
選
し
た
経
緯
が
あ
る
。

(

川
売
は
市
観
光
課
か
ら
も
応
募) 

そ
も
そ
も
、
川
売
集
落
は
コ
ン
ニ
ャ
ク

の
生
産
地
と
し
て
波
に
乗
っ
て
い
た(

大

儲
け)

地
域
で
あ
っ
た
が
、
連
作
を
嫌
う

作
物
と
大
暴
落
で
衰
退
。
元
々
、
野
猿
の

出
没
地
で
「
梅
な
ら
猿
も
食
べ
な
い
だ
ろ

う
…
」
も
、
梅
林
転
作
の
一
要
因
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
今
に
な
っ
て
三
月
の

「
梅
花
ま
つ
り
」
に
は
観
光
客
が
大
賑
わ

い
を
み
せ
、
梅
の
加
工
品
も
売
れ
る
し
、

美
味
い
と
云
っ
て
注
文
も
く
る
。
川
売
も

梅
を
植
え
た
お
か
げ
で
、
め
で
た
し
め
で

た
し
で
あ
ろ
う
。 

方
瀬
集
落 

 

か
つ
て
は
八
軒
の
農
家
が
梅
栽
培
を

行
っ
て
お
り
加
工
場
も
設
け
、
丸
物
百
貨

店(
豊
橋
市)

の
奥
三
河
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
で
も
販
売
、「
丸
八
の
梅
」
と
し
て
盛
況

を
極
め
て
い
た
が
、
丸
物
も
撤
退
、
現
在

は
加
工
場
も
閉
鎖
。
一
部
梅
農
家
は
清
酒

「
空
」
で
お
馴
染
み
の
関
谷
醸
造
に
「
梅

酒
」
の
原
料
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
。 

 

こ
の
地
も
、
小
高
い
急
傾
斜
地
に
梅
園

が
広
が
り
、
知
る
人
ぞ
知
る
、
隠
れ
た
絶

景
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。 

四
谷
の
千
枚
田
周
辺 

 

石
積
の
棚
田
を
彩
り
、
梅
香
が
漂
う
様

は
、
日
本
の
山
村
集
落
の
形
態
を
残
し
、

訪
れ
る
人
々
の
心
を
ホ
ッ
ト
さ
せ
る
よ

う
な
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ

る
和(

な
ご
み)

の
里
で
あ
る
。 

 

一
時
期
は
「
古
宿
の
梅
」
と
し
て
盛
況

を
博
し
て
い
た
。
Ｔ
Ｖ
撮
影(

リ
ー
ダ
ー

ズⅡ
)

の
折
に
は
「
梅
の
枝
、
一
本
折
れ
ば

百
万
円
…
」
等
々
、
威
勢
の
い
い
言
葉
も

耳
に
入
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

                  

そ
う
そ
う
、
川
売
も
四
谷
の
千
枚
田
も

田
ん
ぼ
に
梅
が
植
え
て
あ
り
、
観
光
客
な

ど
が
「
田
ん
ぼ
に
梅
な
ん
か
植
え
て
、
勿

体
な
い
」
な
ど
、
身
勝
手
な
こ
と
を
聞
く
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
は
昭
和
四
十
六
年
に
施
行
さ
れ
た

「
減
反
政
策
」
で
稲
作
転
換
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
好
き
好
ん
で
田
ん

ぼ
に
梅
を
植
え
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
に

は
、
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と

を
、
よ
く
考
え
て
物
を
言
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
。(

チ
ク
ッ) 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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四
谷
集
落
協
定
勉
強
会 

 
二
月
十
七
日
、
連
谷
会
館
に
お
い
て
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
四
谷
集
落
協
定

(

村
雲
伸
一
代
表)

は
活
動
の
一
環
と
し

て
愛
知
東
農
協
職
員
二
名
を
講
師
に
お

招
き
し
て
勉
強
会
を
行
っ
た
。 

〇
営
農
部 

高
木
勤
係
長 

化
学
肥
料
「
尿
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ

ム
」
の
三
要
素
の
原
料
は
リ
ン
酸
四
㌫
を

除
き
他
は
百
㌫
輸
入
で
あ
り
、
政
情
不
安

定(

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻)

の
影
響
で
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
本

年
の
稲
作
肥
料
に
つ
い
て
は
確
保
で
き

て
い
る
。
な
ど
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

疑
問:

肥
料
の
三
要
素
は
窒
素(

Ｎ)
リ

ン
酸(

Ｐ)

加
里(

Ｋ)

と
認
識
し
て
い
た

が
、
窒
素
は
尿
素
に
変
わ
っ
た
の
か
？ 

〇
金
融
共
済
部 

佐
々
木
剛
課
長 

農
業
者
賠
償
責
任
共
済
、
イ
ベ
ン
ト
共

済
、
新
た
に
登
場
し
た
損
害
賠
償
責
任
保

障
な
ど
、
万
一
の
事
故
な
ど
に
対
す
る
安

心
の
保
証
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明

を
受
け
た
。 

獣
害
対
策 

侵
入
防
止
柵
の
設
置 

 
 

年
間
を
通
し
て
、
山
林
か
ら
侵
入
す
る

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
水
稲
と
果
樹

を
中
心
と
し
た
農
作
物
被
害
が
発
生
し

て
い
た
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
に
交
付

金
を
活
用
し
、
地
権
者
の
了
解
を
得
ら
れ

た
と
こ
ろ
は
耕
作
地
の
外
側
を
侵
入
防

止
柵
で
大
き
く
囲
む
こ
と
で
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
当
時
、
地

権
者
の
了
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
防
止

柵
未
設
置
エ
リ
ア
か
ら
侵
入
す
る
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
生
息
密
度
が
高
ま
っ
た

こ
と
、
未
設
置
エ
リ
ア
か
ら
侵
入
可
能
で

あ
る
と
、
学
習
が
す
す
ん
だ
こ
と
が
原
因

と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
れ
以
上
の
獣
害
被
害
が
発

生
し
た
場
合
、
農
家
は
耕
作
意
欲
を
失
い
、

耕
作
放
棄
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

侵
入
防
止
柵
の
効
果
は
歴
然
で
、
未
設

置
エ
リ
ア
か
ら
の
侵
入
を
食
い
止
め
、

「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
保
全
す
る
た
め
、

「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
自
立

施
工
侵
入
防
止
柵
」
の
設
置
要
望
を
耕
作

者
の
総
意
で
林 

義
明
を
代
表
と
し
て
奔

走
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
四
年
度
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
た
。 

 

施
工
は
二
月
二
十
六
日
、
三
月
五
日
に

延
長
八
百
㍍(

赤
線
で
示
し
た)

を
設
置

し
た
。 

  
 

                        

                    

林
代
表
は
「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
何

と
か
念
願
が
か
な
っ
た
。
あ
り
が
と
う
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
さ
ま
…
と
、
今
日
に
至

る
ま
で
の
苦
労
が
感
謝
の
言
葉
に
滲
み

で
て
い
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
感
謝
状 

農
林
水
産
省
は
令
和
四
年
二
月
十
四

日
、
全
国
で
も
優
良
な
二
百
七
十
一
の
棚

田
を
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と
し
て
選
定

し
た
。 

農
林
水
産
省
は
棚
田
地
域
に
お
け
る

多
様
な
主
体
と
の
連
携
や
協
力
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
棚
田
地
域
の

振
興
等
に
貢
献
す
る
企
業
・
大
学
等
の
取

組
を
評
価
し
、
優
れ
た
取
組
を
実
施
す
る

企
業
等
に
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
部
門
、「
人

と
人
と
を
つ
な
ぐ
」
部
門
、「
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
」
部
門
の
三
つ
の
部
門
に
分
け
て
、

三
十
九
企
業
等
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。 

 

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
部
門
」
に
「
四
谷
の

千
枚
田
」
の
未
来
継
承
と
環
境
保
全
に
大

き
な
力(

千
枚
田
五
平
餅
と
し
て
の
古
米

買
い
上
げ
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
リ
ア
ル

案
山
子
・
千
枚
田
盛
り
上
げ
隊
な
ど)

を

頂
い
て
い
る
㈱
丸
八
製
菓
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。 

 

贈
呈
式
は
三
月
九
日
、
新
城
市
役
所
本

庁
舎
で
㈱
丸
八
製
菓
、
愛
知
県
農
林
基
盤

局
農
地
部
、
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産

事
務
所
、
新
城
市
鳳
来
地
域
課
、
千
枚
田

保
存
会
か
ら
関
係
者
が
出
席
。
「
贈
呈
式

プ
ロ
グ
ラ
ム(

リ
モ
ー
ト)

に
添
っ
て
行

わ
れ
た
。 

 

感
謝
状
は
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水

産
事
務
所
村
山
所
長
か
ら
丸
八
製
菓
鈴

木
社
長
に
贈
呈
さ
れ
た
。 

                        

行 
 

令
和
五
年
二
月
十
五
日 
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